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與謝野 晶子 訳 



朝の 月 涙の ごとく ましろ けれ 御寺の 鐘 

の 水 渡る 時 (晶子) 

はっか ひょうぶ きょう やまと はせ 

二月の 二十日 過ぎに 兵 部 卿 の宫は 大和の 初 瀬 寺へ 

参詣 を あそばされる ことにな つ た。 古い 御宿 願に は 相 

違ない が、 中に 宇治と いう 土地が ある ことから これが 

今度 実現す るに 及んだ ものら しい。 宇治 は 憂き 里で あ 

ると 名 を さえ 悲しんだ 古人 も あるのに、 また このよう 

に 心 をお ひかれになる というの も、 八の 宫の 姫君た ち 

がお いでになる からで ある。 高官 も 多くお 供 をした。 



薫 は 自身で まいる ことにした。 音楽 好きな 公達 を 

誘って 同船して 行った のであった。 船の 上で は 

かん IQ- レ らく 

「酣酔 楽」 が 奏された。 

河に 臨んだ 廊の 縁から 流れの 水面に 向か つ て かかつ 

ている 橋の 形な ど はき わめて 風雅で、 宮の 洗練され た 

御 趣味もう かが われる ものであった。 右大臣の 別荘 も 

いなか やしき 

田舎ら しく はして あつたが、 宫 のお 邸 は それ 以上に 

そぼく あじろび ようぶ 

素朴な 土地の 色が 取り入れられ てあつて、 網 代 屏風な 

さぴ 

どと いう もの も 立って いた。 寂の 味の 豊かに ある 室内 

の 飾り もお もしろ く、 あるいは 兵 部 卿の 宫の初 瀬詣で 

の 御 帰途に 立ち寄る 客が あるか もしれ ぬと して、 よく 



八の 宫へ御 同情 申して いたの か、 縁故の 多少で も ある 

の はお 手つ だいに 来て いた。 酒 1 を 持って 勧める 人 も 

皆 さっぱり とした ふう をして いた。 一種 古風な 親王 家 

らしい よさの ある 御 歓待の 席と 見えた。 船で 来た 人た 

ちに は 女王の 様子 も 想像して 好奇心の 惹 かれる 気の し 

たの も ある はずで ある。 

兵 部 卿の 宫は まして 美しい と 薫から 聞いて おいでに 

きょうだ い 

なった 姉妹 の 姫君に 興味 をいだ いてお いでに なって、 

自由な 行動のお できに ならぬ こと を、 今までから 憾み 

に 思って おいでにな つたので あるから、 この 機会に な 

りと も 女王 へ の 初めの 消息 を 送りたい とお 思いに なり、 



お さ 

そのお 心持ちが しまいに 抑え きれずに、 美しい 桜の 枝 

をお 折らせに なって、 お供に 来て いた 殿上の 侍 童の き 

れいな 少年 をお 使いに されお 手紙 をお 送りに な つ た。 

山桜に ほふ あたりに 尋ね 来て 同じ 挿 頭 を 折りて け 

る 力な 

野 を 睦まじみ (ひと 夜 寝に ける) 

というよ うな 御 消息で ある。 お 返事 は むずかしい、 

自分に はと 二人の 女王 は 譲り合って いたが、 こんな 場 

合 はた だ 風流な 交際と して 軽く 相手をして おくべき で、 



「いかな らん 世に か 枯れ せん 長き 世の 契り 結べる 草 

の 庵 は 

すち-つ 

御所の 相撲な どと いう こと も 済みまして、 時間ので 

きます の を 待ちまして また 伺いましょう」 

などと 言って いた。 別室で 薰は あの 昔語り を 聞かせ 

て くれた 老女 を 呼び出して、 悲し くもなつ かしく も 思 

われる 話の 続き を させて 聞いた。 落ちよう とする 月 は 

明るく 座敷 の 中 を 照らして、 薫の 透き 影 は艷に 御簾の 

あちらから 見えた。 

隣の 室に は 奥へ 寄って 女王た ちがす わって いた。 普 



通の 求婚者の 言葉で はなく、 優雅な 話題 を こしらえて 

その 人た ちに も 薫 は 話して いたが、 言うべき 時には 姫 

君 も 返辞 をした。 兵 部 卿の 宫が 非常に 興味 を 持って お 

いでになる 女性た ちで あると いう こと を 思って、 自分 

ながら もこん なに 接近して いながら 一 歩 を 進めようと 

する こと を しないの は、 これ を 普通の 男と 違った 点と 

すべきで ある。 自然に 自分への 愛 を 相手が 覚えて くれ 

るの を 急ぐ y とと も 思われな い と 考え ている のが 薫の 

本心であった。 しかも 恋愛の 成立 を 希望して いない わ 

けで はない ので ある。 こうした 交際で おりふしの 風物 

に つ いて 書き かわす 相手と して は 満足 を 与える 女性で 



一 一人が 別れて しまう ことにな つ たら どうしましょう」 

などと も 言い、 泣き も 笑い もす るので あった。 遊戯 

に 属した こと も、 勉強 事 も いっしょにして 慰め 合って 

みてら さんまい 

いた。 御寺で 行なって おいでになる 三昧の 日数が 今日 

で 終わる はずで あると いって、 女王た ち は父宮 のお 帰 

りになる の を 待って いた 曰の 夕方に 山の 寺から 宫 のお 

使いが 来た。 

「今朝から 身体の ぐあいが 悪くて 家の ほう へ 帰られぬ。 

かぜ きょ う 

風邪 かと 思う ので その 手当てな ど を 今日はして います。 

平生 以上に あなたがたと 逢いた く 思う 時な のに あやに 

くな ことです I 



ことであった。 深く ものが 身に しむ 時節で もあって、 

なげ 

姫君が たの 心 に は 朝霧 夕霧 の 晴れ 間もなく 歎きが 続 い 

た。 有り明けの 月が 派手に 光 を 放って、 宇治川の 水の 

鮮明に 澄んで 見える ころ、 そちらに 向いて 揚げ戸 を 上 

けしき 

げ させて、 二人 は 外の 景色に ながめ 入って いると、 鐘 

の 声が かすかに 響いて きた。 夜が 明けた ので あると 

思って いると ころへ、 寺から 人が 来て、 

「宮様 は ， J の 夜中) J ろ にお 薨れ になり ました」 

と 泣く 泣く 伝えた。 その 一 つの 報ら せが 次の 瞬間に 

は あるので ないかと、 気にしない 間 もなかつ たので 

あつたが、 いよいよ それ を 聞く 身に なった 姫君た ち は 



「それ を 申せば 限り もない 御 孝心 を 持 たれます ことと 

は 深く 存じて おります。 日月の 光の もとへ 晴れ晴れし 

く 御自身から お出 ましになる ことこ そ はばかり がお あ 

りになる でしよう が、 私と しまして はまた 宫様 をお 失 

い いたし ましての 悲しみ を ほかの だれに 告げよう もな 

いこと です し、 あなた 様が たのお 歎きの 慰みに もなる 

こと も 申し上げたい ものです から、 しいて 近くへ お出 

まし を 願つ ている わけです」 

ァ J う 薫が 言う と、 それ を 取り次 い だ 女房が 、 

「あちらで 仰せになります とおりに、 お悲しみ にお 沈 

みあ そばす の をお 慰めに なりたい と 思 召す 御 好意 をお 



あさ ぢ そで 

色 変 はる 浅 茅 を 見ても 墨染めに やつる る 袖 を 思 ひ 

こそ やれ 

ひとりごと 

これ を 独 言 のように 言う 薫であった。 

色 変 は る 袖 をば 露 の 宿りに て わが 身ぞ さ ら に 置き 

所な き 

はずる る 糸 は (侘び 人の 涙の 玉の緒と ぞ なりぬ る) 

とだけ、 あとの 声 は 消えた まま 非常に 悲しくな つた ふ 

うで 奥へ はいった ことが 感じられた。 それ を ひきとめ 



か、 多くの 日 もた たぬ うちに、 どこの 世界へ お行きに 

なった かも わからぬ ことになると ははかない ことで は 

な レ 力と 歎 力. W た 

別段 普通の 貴人め いた 装飾が して あるので もな く簡 

さよ 

素に お住まい をして おいでにな つたが、 いつも 浄く 

そうじ 

掃除の 行き届いた 山荘であった のに、 荒法師た ちが 多 

く 出入りして、 ちょっとした 隔ての 物 を 立てて 臨時の 

詰め所 を あちこちに 作って いるよう な 家に 今 はな つ て 

いた。 念誦の 室の 飾りつ けな ど はもとの ままで あるが、 

仏像 は 向か い の 山の 寺の ほう へ 近日 移される はずで あ 

ると いう こと を 聞いた 薫 は、 こんな 僧た ちまで もい な 



ひょうぶ きょう あ 

兵 部 卿 の宫に 薫が お逢いす る 時にはい つも 宇治の 

姫君た ちが 話題の 中心に なった。 反対され るか もしれ 

ぬ 父君の 親王 もお いでに なら なくなって、 結婚 はた だ 

女王の 自由意志で 決まる だけで あると 見て おいでに 

なって、 宫は 引き続き 誠意 を 書き送って おいでになつ 

た。 女の ほうで はこの 相手に 対して は 短い お 返事 も 書 

きにくい ように 思って いた。 好色な 風流 男と いうお 名 

ひろ 

が拡 まっていて、 好奇心から いいように ばかり 想像 を 

してお いでになる 方へ、 はなやかな 世間と は 没交渉の 

ような 侘び 居 をす る ものが、 出す 返事な ど は どんなに 

L こん 

時代お くれな ものと 見られる かしれ ぬと 歎じて いるの 



な 

こう 書いて 出す と、 

「釈明のお 言葉 を 承ります こと はかえ つ て 私と して は 

不安です」 

と 薫 は 言つ て、 

こま やま か は しる 

「つららと ぢ駒 踏みし だく 山河 を 導べ しがて らま づ 

や 渡らん 

それが 許されましたなら 影 さえ 見 ゆる (浅 香 山 影 さ 



へ 見 ゆる 山の 井の 浅く は 人 を われ 思 はなく に) の 歌の 

深い 真心に 報いられる という ものです」 

とい どむ ふう を 見せた。 思わぬ 方向に 話の 転じて き 

たこと から 大 姫君 はや や 不快に なって 返辞ら しい 返辞 

もしない。 俗界から 離れた 聖人の ふうに は 見えぬ が、 

現代の 若い 人 たちのよ うに 気 どった ところ はなく、 落 

ち 着いた 気安 さの ある 人らしいと 大 姫君 は 薫 を 見て い 

た。 若い 男 はそう あるべき であると 思う とおりの 人の 

ようであった。 言葉の 引つ かかりの できる 時々 に、 や 

や も すれば 薫 は 自身の 恋 を 語ろうと する ので あるが、 

気づ かない ふうば かり を 相手が 作る ために 気 恥ず か し 



と 優しく 慰めて やった。 悲しそう な 顔に なって 

ひげお とこ 

髭 男 は 泣き出した。 

「何の 身寄り も 助け手 も 持たない 私で ございまして、 

ただお 一 方のお 情けで この 宫に 三十 幾年お 世話になつ 

ております。 若い 時で さえ それで ございま したから、 

今日に なりまして はまして どこ を 頼みに して 行く 所が 

ございましよう」 

こんな 話 をす るので、 ますます みじめに 見える 髭 男 

であった。 

宮 のお 居間 だ つたお 座敷の 戸 を 薫が あけて みると、 

床に は 壅が M 子く 積もって いたが、 仏 だけ は 花に 飾られ 



ら 思いながら もうれ しさに 心 をお どらせ て、 また のぞ 

くと、 高 いのも 低 いのも 几帳 は 皆 その 御簾ぎ わへ 持つ 

て 行かれて、 あけて ある 東側の 襖 子から 居間へ はいろ 

うと 姫君た ち はする ものら しかった。 その 二人の 中の 

ひさし ま ご 

一方が 庭に 向いた 側の 御簾から 庇の 室 越しに、 薫の 

従者た ちの 庭 を あちらこちら 歩いて 涼をとろう とする 

にび ひとえ かんぞう 

の を のぞこう とした。 濃い 鈍色の 単衣に、 萱 草色の 喪 

j.6 かま ま. で 

の 袴の 鮮明な 色 をした の を 着けて いるの が、 派手な 

趣の ある ものであると 感じられ たの も 着て いる 人に 

そでぐち 

よっての ことに 違いない。 帯 は 仮な ように 結び、 袖口 

に 引き入れて 見せな い 用意 をしながら 数珠 を 手 へ 掛け 
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